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研究のまとめ 

１ 成果と今後に向けて 

（１） 成果

本校では、これまでの実践研究の成果を踏まえ「生涯学習力」を高めるための授業実践に取り組ん

だ。今までの授業と「生涯学習力」を高めるために「わかはとモデル」を意識して授業をすることで

は、指導方法として何が違い、教師の意識は何が変わったか。授業づくりの視点と児童生徒の変容、

教師の関わり方の変化の３つに分けてまとめる。 

①「生涯学習力」を高める授業づくり

「わかはとモデル」を活用しながら、つながりミーティングを通して各学部のつながりを考え、授

業づくりに取り組むことができた。学部ごとに授業づくりを進めてきたが、「わかはとモデル」の要

素を活用したことで、自分の学部外の授業を参観した場合でも、どの要素を高めようとしているか、

共通理解が得られたり、学部を越えたつながりについて考えたりすることができた。 

＜小学部＞ 

 発達段階が多様な子どもたちに対しても学級ごとに工夫

すること、経験を重視すること、継続して取り組むこと、そ

してエンジョイタイムならこういう題材も可能かもしれな

いと余暇につながるアイディアを出し合いながら進めるこ

とができた。 

＜中学部＞ 

 自分たちが考えた通りにならない場面で試行錯誤する、

生徒に任せる場面を増やす、ペアや集団での学びを意図的

に設定するなど、生徒同士で解決したり、解決方法を考え

たりしながら授業を進めることができた。 

＜高等部＞ 

 地域社会とつながる、学び続けていくための基盤となる力を育むなど、卒業後の学びを見据えた授

業づくりを進めることができた。 

②児童生徒の変容

＜小学部＞ 

エンジョイタイムの時間を楽しみにする児童が増え、今

度はどんな新しいことをするのか興味・関心を示したり、

やってみようとしたり、新しいことに取り組むことへのハ

ードルが下がり、じっくりとモノに関わるようになった。 

＜中学部＞ 

 仲間と一緒に課題を解決できると楽しい、一人では難し

いけれど仲間とやったらできた、分からないことは調べる

など仲間とチャレンジする姿がたくさん見られるようにな

った。 

＜高等部＞ 

 失敗を恐れずに行動に移す姿、人に聞き、タブレット端末を使って情報を収集し、その中から必要

なことを選んで実行する姿が見られるようになった。 

24

Akita University



③教師の関わり方の変容

＜小学部＞ 

 児童が「ヒト・モノ・コト」へどのように関わっている

のかという視点で児童を観察することで、児童が今何を楽

しんでいるのか、児童の興味・関心への理解が深まった。

「わかはとモデル」の視点で評価することで、将来の姿に

つながる一連の流れの中で、児童の姿を観察できるように

なった。 

＜中学部＞ 

 生徒同士で考えることができるように、見守る支援、生

徒の発信を待つ、できるだけ必要最小限のアドバイスをす

る、失敗してもよいというスタンスで支援をするように変

わった。 

＜高等部＞ 

 課題を考える視点を明確化し、集団と個で考える場面を設定、教師が「どのように」「どんな」な

どを意識した問いかけをすることで、生徒が自分なりの問題の解決方法を考えられるように支援をす

るようになった。 

 このように、「生涯学習力」を高める授業づくりに取り組んできたことで、児童生徒は「ヒト・モ

ノ・コト」を試したり、好奇心をもって触れる経験をしたりしながら学びを積み重ねることができた。

また、成功体験を通して「もっとやりたい」「楽しい」と感じたり、失敗をしても「どうしたうまく

いかないのかな」「次はどうしよう」などと試行錯誤をする、情報を集めるなどしながらよりよい解

決方法を児童生徒同士が考えたりすることにつながった。その際、教師が提示するのではなく、寄り

添うようなスタンスで支援し、児童生徒の主体性に任せることで、自分たちで何とかしなければいけ

ないと考え、行動に移すように変わり、授業のスタイルそのものが変わってきたように思う。 

（２）今後に向けて

本校は、「私の応援計画」の児童生徒の思いや願いを大切にし、「わかはとモデル」を活用して単

元構想や授業づくりを行ってきた。時には児童生徒のつぶやきから授業が発展し、教師が思い描く以

上の授業に発展をしていくこともあった。これは、学びの主体が子どもであり、教師が教え込むので

はなく、一緒に学んでいこうとする姿勢があってこそ成り立つように考える。将来は自分の「生涯学

習力」を発揮し、学び続ける児童生徒を育てていくことを目指し、そのために「今」できることを考

えて指導・支援をしてきた。「今」の実践をすることで児童生徒の「将来」がどのように変わってい

るのかまだ具体的に分かるものではないが、学校生活の中の「今」と「将来」を職員が見据え、さら

には卒業後の「将来」をつなぐことができるような授業実践が必要と考える。「私の応援計画」と「わ

かはとモデル」をうまく組み合わせていくことで、より「生涯学習力」を意識した授業につながるの

ではないかと考える。 

新しい時代で学び続ける児童生徒を育て、本校では今後も児童生徒一人一人の実態やニーズ等に応

じて、生涯にわたって「学び続ける人」を育むための授業実践を積み重ねていく必要がある。そのた

めには、教師自らの「生涯学習力」を高めるために学び続ける存在でありたい。 
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 「体験と熟議が生み出すつながりの場　〜秋田県生涯学習センターの障害者の生涯学習への挑戦〜」

発表の記録

秋田県生涯学習センター　副主幹（兼）学習事業班長　柏木　睦　様

第33回日本教育大学協会全国特別支援教育研究部門合同研究集会秋田大会
令和４年度秋田大学教育文化学部附属特別支援学校公開研究協議会
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発表の記録
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 「生涯にわたって学び続けていく力を育むキャリア教育
　ーいまの学びと将来をつなぐ『対話』の意義と実際ー」

講演の記録

弘前大学大学院教育学研究科教職実践専攻　教授　菊地　一文　様

第33回日本教育大学協会全国特別支援教育研究部門合同研究集会秋田大会
令和４年度秋田大学教育文化学部附属特別支援学校公開研究協議会
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講演の記録
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